
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

                                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 保護者の皆様には、高等部教育に御理解・御協力いただきありがとうございます。 

2学期の大きな学校行事「やまぶき祭」では、たくさんの保護者の皆様に御参観及び各学級のブースに

御参加をしていただきありがとうございました。第1回の「やまぶき祭」に高等部として記念となる「高

等部チャレンジ」と名付けた発表を行いました。残念ながら、保護者の皆様には、ライブで御覧いただく

ことができませんでしたが、いつもより、最高の笑顔で踊り、元気よく太鼓を演奏し、リズムに乗る生徒

たちの姿に、指導者一同心に響くものがありました。また、くらしデザインコースとみらいデザインコー

スが一緒に取り組んだことで、生徒同士が「むすぶ」ことができ、高等部として一体となって成し遂げる

達成感を味わうことができたのではないかと思います。 

2学期は京都府事業である「ふれあい心のステーション」、「京しごと技能検定」が開催されました。他

の特別支援学校の生徒と交流する機会があり、同世代の友達が懸命に取り組む姿を見て、生徒自身励みに

なり、働く力をつけるための意欲を高めることができる機会となったのではないかと感じています。 

行事をきっかけにステップアップして、成長した姿を日々見せる生徒達。3学期もどんな姿を見せてく

れるのかとても楽しみです。 

明日より、冬休みとなります。まだまだ新型コロナウイルス感染症が心配ではありますが、対策を講じ

ながら、季節の行事や家族での外出等、日頃できないことを楽しんでくださいね。 

高等部総括主事 小林 利恵子 
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高等部だより 

京都府立井手やまぶき支援学校 

 12月12日（月）に第１回RUNRUNRUNが開催されました。体育や自立活動で練習してきた成果を発揮
し、自分や仲間と決めた目標の周数に挑戦しました。途中、苦しく諦めそうな気持ちになる時もありましたが、
周りからの温かい声援を励みに、最後までゴールしきることができました。とても晴れ晴れとした表情でした。 
 3年生は、くらし・みらい合同で生活単元学習「RUNRUNRUNを盛りあげよう」に取り組みました。ポスタ

ーの作成と掲示や、準備体操の宣伝等お互いに協力し合いながら、中心となって運営を行いました。 

11～12月に、京しごと技能検定「清掃」「接客」
「パソコン」部門が行われました。緊張感のある中で
したが、自分のもてる力を最大限に発揮し、級の認定
を受けることができました。検定の取組を通して、自
分の得意不得意を知り、進路選択について考えるよい

機会となりました。「介護」部門は2月に実施します。 

京しごと技能検定 高めよう！防災意識 
 地震や火災等の災害はいつ起きるかわかりませ
ん。本校では、いざという時に自分の身は自分で守
れるように日頃からの安全教育を大切にしていま
す。2学期は予告なしの避難訓練や非常食体験等、
より実際の状況に近い形で実施しました。避難時
は、防災頭巾を被って避難をしています。防災頭巾 
を常備しておくと安心です。座布団をリメイクした
り、キルティング生地を縫い合わせたり等で簡単に
作ることができますので、ぜひ冬休みに親子で作っ
てみてはいかがでしょうか？ 
おすすめサイト：防災頭巾を作ってみよう！ 

（香川県教育委員会HP） 


